
 

 

平成 29 年３月 24 日 

各      位 

会 社 名  佐 渡 汽 船 株 式 会 社 

代表者名  代表取締役社長 小 川  健 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード９１７６） 

問合せ先  

役職・氏名 常務取締役総務部長 尾 﨑  弘 明 

電  話 ０２５－２４５－２３１１ 

 

 

（訂正・数値データ訂正）「平成 28 年 12 月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」の一部訂正について 

 

   平成 29 年２月 17 日に発表した「平成 28 年 12 月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」につきまして、

一部に誤植及び数値算出等の誤りがありましたので訂正いたします。 

  なお、訂正箇所は     で示しております。 

  

 

 （Ⅰ）訂正理由 

  決算短信発表後、有価証券報告書の作成過程において、一部に誤植及び数値算出等の誤りがありまし 

たので訂正いたします。 

 

 （Ⅱ）訂正箇所 

  １．サマリー情報 

   １．平成 28年 12 月期の連結業績（平成 28年１月１日～平成 28 年 12 月 31 日） 

   （３）連結キャッシュ・フローの状況 

【訂正前】 

 営業活動による 

キャッシュ・フロー 

投資活動による 

キャッシュ・フロー 

財務活動による 

キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物 

期末残高 

 

28 年 12 月期 

27 年 12 月期 

百万円 

1,138 

530 

百万円 

△577 

△796 

百万円 

△455 

287 

百万円 

1,924 

1,818 

 

【訂正後】 

 営業活動による 

キャッシュ・フロー 

投資活動による 

キャッシュ・フロー 

財務活動による 

キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物 

期末残高 

 

28 年 12 月期 

27 年 12 月期 

百万円 

1,239 

530 

百万円 

△610 

△796 

百万円 

△522 

287 

百万円 

1,924 

1,818 

 



  ２．添付資料 

   １．経営成績・財政状態に関する分析  

   （２）財政状態に関する分析 

     ② キャッシュ・フローの状況（４ページ） 

 

【訂正前】 

当連結会計年度における連結ベースの現金及び現金同等物(以下、「資金」という)は、営業活動による 

資金の増加が1,438,774千円、投資活動による資金の減少が577,253千円、財務活動による資金の減少が 

455,842千円となり、前連結会計年度末に比べ105,896千円増加し、当連結会計年度末残高は1,924,781千 

円(前年同期比5.8％増)となりました。各キャッシュフローの状況と、それらの要因は以下の通りであり 

ます。 

(営業活動によるキャッシュフロー) 

営業活動による資金の増加は1,138,991千円(前年同期は530,716千円の増加)となりました。これは税金 

   等調整前当期純損失が406,310千円であったものの、減価償却費が953,224千円、未収消費税等の減少が 

442,113千円あったことが主な要因であります。 

(投資活動によるキャッシュフロー) 

投資活動による資金の減少は577,253千円(前年同期は796,813千円の減少)となりました。有形及び無形 

   固定資産の取得による支出が653,136千円あったことが主な要因であります。 

(財務活動によるキャッシュフロー) 

財務活動による資金の減少は455,842千円(前年同期は287,954千円の増加)となりました。これは長期借 

   入れによる収入が2,603,600千円あり、長期借入金の返済による支出が2,574,329千円あったものの、短期 

借入れによる収入が1,002,400千円あり、短期借入金の返済による支出が1,453,000千円あったこと、自己 

株式の売却による収入が22,715千円あり、自己株式の取得による支出が47,496千円あったことが主な要因 

であります。 

 

【訂正後】 

当連結会計年度における連結ベースの現金及び現金同等物(以下、「資金」という)は、営業活動による 

資金の増加が1,239,197千円、投資活動による資金の減少が610,563千円、財務活動による資金の減少が 

522,738千円となり、前連結会計年度末に比べ105,896千円増加し、当連結会計年度末残高は1,924,781千 

円(前年同期比5.8％増)となりました。各キャッシュフローの状況と、それらの要因は以下の通りであり 

ます。 

(営業活動によるキャッシュフロー) 

営業活動による資金の増加は1,239,197千円(前年同期は530,716千円の増加)となりました。これは税金 

   等調整前当期純損失が406,310千円であったものの、減価償却費が953,224千円、未収消費税等の減少が 

442,113千円あったことが主な要因であります。 

(投資活動によるキャッシュフロー) 

投資活動による資金の減少は610,563千円(前年同期は796,813千円の減少)となりました。有形及び無形 

   固定資産の取得による支出が653,136千円あったことが主な要因であります。 

(財務活動によるキャッシュフロー) 

財務活動による資金の減少は522,738千円(前年同期は287,954千円の増加)となりました。これは長期借 

   入れによる収入が2,603,600千円あり、長期借入金の返済による支出が2,574,329千円あったものの、短期 



借入れによる収入が1,002,400千円あり、短期借入金の返済による支出が1,453,000千円あったこと、自己 

株式の売却による収入が22,715千円あり、連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得による支出が 

47,496千円あったことが主な要因であります。 

 

 

５．連結財務諸表 

   （４）連結キャッシュ・フロー計算書（17ページ、18 ページ） 

【訂正前】 

 

 

 

 

 

 

 



【訂正後】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【訂正前】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【訂正後】 

 

 

 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


